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〔
目

的
〕

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
河
川
に
つ
い
て
、
洪
水
、

高
潮
等
に
よ
る
災
害
の
発
生
が
防
止
さ
れ
、

河
川
が
適
正
に
利
用
さ
れ
、
及
び
流
水
の

正
常
な
機
能
が
維
持
さ
れ
る
よ
う
に
こ
れ

を
総
合
的
に
管
理
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国

土
の
保
全
と
開
発
に
寄
与
し
、
も
っ
て
公

共
の
安
全
を
保
持
し
、
か
つ
、
公
共
の
福

祉
を
増
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

昭 和 の 河 川 法



ＧＤＰ（名目）の推移（昭和30年～平成10年）と河川法の変遷
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（出典） 「長期遡及主要系列　国民経済計算報告 －平成２年基準－（昭和30年～平成６年）」 〔経済企画庁（現内閣府）〕　（昭和３0年～平成６年）
　　　　　「国民経済計算年報　平成12年版」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 〔　　　　　　 〃　　　　　　　〕　（平成７年～平成10年）
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 旧河川法制定
　　（明治29.4.8法律第71号）
　【主な目的】
　　○治水対策
　　○舟運

510

30
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 新河川法制定
　　（昭和39.7.10法律第167号）
　【主な目的】
　　○利水対策

１

 新河川法改正
　　（平成9.6.4法律第69号）
　【主な目的】
　　○河川環境の整備と保全

8



日本の水資源（国土交通省「日本の水資源」）

1718

880

資料：基本理念（日本の水資源）

数字入れる



河川環境行政の原点：昭和３９年の大改正

ーカスリーン台風後の治水ダム建設ー



昭和２２年９月カスリーン台風
死者・行方不明１９４０人

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Kathleen_flood.png


不特定かんがい用水という概念の誕生



水争い葛藤の回避



近世（江戸）の流域イメージ
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近世（江戸）の河川流量
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農業用水

作図：竹村・後藤

約3000年の間、河川流量は稲作に利用された。



近世（江戸）の農業用水の取水後の河川流量
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作図：竹村・後藤
瀬切れ、水争い



藤原ダムの不特定かんがい用水イメージ

ダム

田畑
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海域 作図：竹村・後藤



不特定かんがい用水の誕生

基
準
地
点
流
量

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

：不特定かんがい用水

：ダム貯留

作図：竹村・後藤・大崎

補給補給

利根川水系藤原ダム（昭和30年）



ダム貯留による
河川の環境流量と新規水資源開発

基
準
地
点
流
量

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

：環境流量（流水の正常な機能の維持）

：ダム貯留

：都市用水（上水・下水）

作図：竹村・後藤

（既存の農水取得後）

補給補給



（H13.4.26撮影） （栃木県提供資料）

ダムからの補給の有無による流況の違い

位 置 図

①ダムからの補給を受けていない河川
（中川）

②ダムからの補給を受けている河川
（宮川）

③水田の状況

（H13.4.25撮影） （H13.4.25撮影）



〔
目

的
〕

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
河
川
に
つ
い
て
、
洪
水
、

高
潮
等
に
よ
る
災
害
の
発
生
が
防
止
さ
れ
、

河
川
が
適
正
に
利
用
さ
れ
、
及
び
流
水
の

正
常
な
機
能
が
維
持
さ
れ
る
よ
う
に
こ
れ

を
総
合
的
に
管
理
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国

土
の
保
全
と
開
発
に
寄
与
し
、
も
っ
て
公

共
の
安
全
を
保
持
し
、
か
つ
、
公
共
の
福

祉
を
増
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

昭 和 の 河 川 法



ＧＤＰ（名目）の推移（昭和30年～平成17年）と河川と環境行政の変遷

521

（出典：「長期遡及主要系列国民経済計算報告 平成2年基準」経済企画庁、「国民経済計算年報 平成12年度版」経済企画庁をもとに竹村作成）
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明治の旧河川法
治 水

昭45
公害国会

昭46
環境庁発足

平成の新河川法
治水・利水・環境

平14 「自然再生法」

昭和の新河川法
治水・利水

昭32

特定多目的ダム法

昭22年
キャサリン
台風

昭30
藤原ダム
（不特定灌漑）


